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日
蓮
に
あ
つ
て
は
釈
尊
所
説
の
一
切
経
中
、
妙
法
蓮
華
経
が
い
わ
ゆ
る
五
時

八
教
等
の
教
判
を
経
て
、
出
世
の
本
懐
、
随
自
意
の
教
説
と
す
る
点
は
天
台
、

伝
教
の
先
師
と
考
え
を
同
じ
く
す
る
も
の
の
、
彼
ら
は
あ
く
ま
で
像
法
過
時
の

人
で
あ
る
の
に
対
し
法
滅
尽
時
の
末
法
に
お
け
る
法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
自

覚
を
、
い
わ
ゆ
る
大
難
四
ケ
度
、
小
難
数
知
れ
ず
と
い
う
法
難
を
体
験
す
る
度

に
深
め
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。
宗
学
上
、
釈
尊
-
天
台
-
伝
教
-
日
蓮
と
系
譜

す
る
外
相
承
に
対
し
法
華
経
の
行
者
の
自
覚
は
や
が
て
世
に
い
う
竜
口
法
難
以

後
、
法
華
経
涌
出
品
に
明
さ
れ
た
本
化
上
行
菩
薩
の
再
誕
、
即
ち
仏
使
上
行
の

自
覚
に
深
ま
り
、
釈
尊
-
上
行
-
日
蓮
と
い
う
信
仰
的
系
譜
、
即
ち
外
相
承
に

対
応
す
る
内
相
承
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
つ
た
。

こ
の
こ
と
は
妙
法
蓮
華
経

(
s
a
d
d
h
a
r
m
a
 
p
u
n
d
a
r
i
k
a
 
s
u
t
r
a

)
の
経
題
釈

も
必
然
的
に
天
台
、
日
蓮
で
異
り
、
天
台
に
あ
つ
て
は
妙
法
蓮
華
経
は
所
詮
、

経
の
題
名
に
留
ま
る
の
に
対
し
、
日
蓮
に
と
つ
て
は
法
華
経
神
力
品
所
説
の
結

要
付
属
、
下
種
の
要
法
で
あ
り
、
法
華
経

一
部
二
十
八
品
の
当
体
、
旦
連
遺
文

『観
心
本
尊
抄
』
に
云
う
と
こ
ろ
の
釈
尊
の
因
行
果
徳
、
末
法
濁
悪
の
世
に
あ

つ
て
誤
つ
て
毒
薬
を
飲
み
、
本
心
を
失
つ
て
苦
し
む
衆
生
に
与
え
る
べ
き
唯

一

の
良
薬
、
ま
た
無
知
な
る
赤
子
を
養
う
母
乳
そ
の
も
の
で
あ
つ
た
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
法
華
経
迹
門
方
便
品
に
説
か
れ
る
十
如
実
相
の
文
を
手

が
か
り
と
し
た
摩
詞
止
観
所
説
の
一
念
三
千
の
法
門
か
ら
は
生
れ
る
は
ず
が
な

い
の
で
あ
り
、
古
来

『
本
化
別
頭
』
と
い
わ
れ
る
日
蓮
独
自
の
法
華
経
観
を
侯

た
ね
ば
な
ら
な
い
。

即
ち
日
蓮
に
あ
っ
て
は
天
台
の
説
く
よ
う
に

一
心
三
観
の
知
恵
に
よ
り
法
華

経
所
詮
の
実
相
の
理
を
悟
る
方
法
で
は
な
く
、
法
華
経
神
力
品
で
上
行
等
の
本

化
地
涌
の
菩
薩
に
対
し
、
結
要
付
属
、
末
法
の
衆
生
に
与
え
る
下
種
の
要
法
と

し
て
授
け
ら
れ
、
寿
量
品
の
文
の
底
に
沈
め
ら
れ
た
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
、

そ
の
ま
ま
釈
尊
の
因
行
果
徳
と
受
け
と
め
る
こ
と
で
天
台
で
い
う
と
こ
ろ
の
一

念
三
千
の
悟
り
と
同
じ
功
徳
を
得
よ
う
と
し
た
。
い
わ
ゆ
る
信
の
一
字
を
も
つ

て
恵
に
代
え
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
仏
教
は
衆
生
即
ち
庶
民
の
安
心
、
心
の
救
い
を
目
指
し
て
、
は
じ

め
て
仏
教
は
宗
教
た
り
う
る
と
す
る
考
え
は
日
蓮
自
身
に
も
見
ら
れ
、
彼
自
ら

『旛
陀
羅
が
子
』
と
云
い
『
日
蓮
が
法
華
経
の
智
解
は
天
台
伝
教
に
は
千
万
が

一
分
も
及
ぶ
こ
と
な
し
』
と
自
己
規
定
し
、
更
に
は

『余
経
も
法
華
経
も
詮
な

し
』
と
し
て
数
多
の
法
難
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
題
目
五
字
七
字
の
弘
通
に
自

己
の
全
生
命
を
か
け
る
結
果
と
な
つ
た
。

宗
門
史
上
、
文
禄
四
年

(
一
五
九
五
)
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
千
僧

供
養
会
に
端
を
発
し
た
不
受
不
施
論
争
は
宗
祖
日
蓮
の
折
伏
的
態
度
を
守
る
旧

関
東
学
派
と
、
柔
軟
な
摂
受
的
態
度
に
立
つ
関
西
学
派
の
二
大
潮
流
を
形
成
す

る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
関
西
学
派
は
教
学
史
上
す

で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
、
今
昔
二
円
、
円
体
無
殊
の
立
場
か
ら
天
台
三
大
部
を
中
心
に
原
始
天
台
を

研
究
内
容
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
檀
林
教
学
を
発
達
さ

せ
る
こ
と
と
な
り
、
反

面
、
祖
書
、
即
ち
日
蓮
遺
文
を
も
天
台
学
を
基
準
に
解
釈
す
る
台
学
偏
重
の
学

風
を
生
む
に
至
っ
た
。

一
念
三
千
と
妙
法
五
字
の
関
連
を
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
て
み
る
と
き
例
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え
ば
檀
林
修
学
時
代
四
明
学
の
研
究
に
専
念
し
た
観
如
日
透

(
1
6
5
3
-
1
7
1
7
)

に

『本
門
事

一
念
三
千
義
』
の
著
書
が
あ
る
。
こ
の
書
に
よ
れ
ば
法
華
経
迹
門

に
立
っ
天
台
理
観
と
本
門
に
よ
る
事
観
、
即
ち
あ
る
が
ま
ま
の
事
相
に
互
具
円

融
の
妙
を
観
ず
る

『事
が
ま
ま
』
の
観
念
が
あ
る
と
し
、
妙
法
五
字
を
口
に
唱

え
る
唱
題
行
は
口
業
で
あ
り
、
上
根
の
機
に
対
し
て
は
天
台
の
理
観
に
準
じ
て

助
行
の
事
観
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
台
学
偏
重
の
流
れ
に
あ
つ
て
、
祖
書
の
研
鑛
を
学
問
の
中
心
に

す
え
、
日
透
以
後
宗
学
の
組
織
化
を
意
図
し
て

『祖
書
綱
要
』
二
十
三
巻
を
著

わ
し
た

一
妙
日
導

(
1
7
2
4
-
1
7
8
9

)
は
、
日
透
が
上
根
の
機
に
対
し
て
天
台
流

の
観
法
を
勧
め
、
妙
法
五
字
の
受
持
即
ち
唱
題
は
む
し
ろ
下
根
を
対
象
と
し
た

も
の
で
あ
る
と
す
る
の
に
対
し
、
上
根
下
機
と
も
に
正
行
で
あ
る
唱
題
行
を
主

張
す
る
点
は
、
唱
題
重
視
の
意
味
で
天
台
学
を
一
歩
脱
却
し
た
も
の
と
い
え
よ

う
。更

に
顕
本
義
に
お
い
て
も
日
透
が

『事
が
ま
ま
』
即
ち
十
界
の
諸
法
す
べ
て

如
来
所
証
の
全
体
と
す
る
説
を
踏
ま
え
、
日
導
は
天
台
で
い
う
無
相
不
可
見
の

理
本
覚
か
ら
眼
前
の
事
相
に
互
具
円
融
の
妙
を
観
る
事
本
覚
へ
前
進
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
法
華
経
本
門
寿
量
品
に
釈
尊
の
久
遠
実
成
が
明

か
さ
れ
、
こ
の
事
実
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
れ
ら
理
即
の
凡
夫
も
ま
た
無

作
本
覚
の
如
来
で
あ
る
と
悟
る
、
つ
ま
り

『開
目
砂
』
に
い
う
発
迹
顕
本
の
立

場
か
ら
真
の
十
界
互
具
、
一
念
三
千
の
意
義
が
完
う
す
る
日
蓮
本
来
の
立
場
へ

の
一
歩
前
進
で
あ
る
。

日
透
、
日
導
両
師
の
、
無
作
本
覚
を
内
容
と
す
る
顕
本
義
は
本
妙
日
臨
の
宗

学
を
経
て
近
世
日
蓮
教
学
の
大
成
者
と
言
わ
れ
る
優
陀
那
日
輝

(
1
8
0
0
-
1
8

5
9
)に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
先
輩
格
の
日
透
、
日
導

の
説
は
発
迹
顕
本
を
主
張
す
る
点
で
は
天
台
理
観
を
一
歩
脱
却
し
た
も
の
の
、

彼
ら
両
師
の
無
作
本
覚
義
は
昨
日
ま
で
の
凡
夫
を
今
日
か
ら
仏
と
言
い
か
え
る

の
み
の
単
な
る
自
然
覚
で
、
倶
体
倶
用
、
名
実
相
伴
つ
た
顕
本
義
で
は
な
い
と

の
批
判
を
行
つ
て
い
る
。

即
ち
宗
祖
日
蓮
に
お
け
る
一
念
三
千
の
観
法
は
内
観
の
意
に
留
ま
ら
ず
、
日

本
国
の
一
切
衆
生
を
相
手
と
し
た
折
伏
逆
化
の
弘
経
で
あ
り
、
日
輝
に
あ
つ
て

は
幕
末
文
明
開
運
の
時
代
に
当
り
、
折
伏
逆
化
に
替
る
摂
受
開
会
に
よ
り
、
宗

祖
日
蓮
の
真
精
神
を
時
代
に
生
か
し
、
仏
法
を
活
法
門
た
ら
し
め
る
こ
と
を
も

つ
て
一
念
三
千
の
真
実
義
と
し
た
。

以
上
述
べ
来
つ
た
よ
う
に
日
奥

(
1
5
6
5
-
1
6
3
0
)

に
代
表
さ
れ
る
不
受
派
の

教
学
が
不
受
余
経

一偶
、
法
華
独
一
成
仏
を
掲
げ
た
折
伏
行
で
あ
つ
た
の
に
対

し
、
日
輝
に
至
る
近
世
内
省
派
の
教
学
が
、
観
心
宗
学
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う

に
、
発
迹
顕
本
を
手
が
か
り
に
自
己
の
内
省
観
察
の
行
を
経
て
、
わ
が
身
ま
た

仏
な
り
と
す
る
己
心
本
尊
義
を
詮
顕
す
る
と
い
う
思
弁
性
を
深
め
る
に
至
つ

た
。こ

の
よ
う
な
思
弁
性
は
天
台
の
観
法
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
蓮
宗
学

の
母
胎
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
亦
後
の
学
者
の
批
判
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
宗
教
が
単
に
思
弁
哲
学
で
な
く
論
理
性
を
超
え
た
存
在
で

あ
る
と
す
れ
ば
日
蓮
の
宗
教
は
ま
さ
に
そ
れ
に
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
法

華
経
迹
門
方
便
品
所
顕
の
十
如
実
相
に
基
く
天
台
の
一
念
三
千
は
、
観
念
思
惟

の
究
極
に
お
い
て
妙
法
五
字
と
な
る
の
で
は
な
く
、
法
華
経
本
門
所
顕
の
発
迹

顕
本
つ
ま
り
釈
尊
の
久
遠
実
成
が
明
さ
れ
た
こ
と
で
妙
法
五
字
に
飛
躍
転
換
さ

れ
、
こ
の
妙
法
五
字
の
受
持
こ
そ
が
事
の
一
念
三
千
で
あ
り
、
宗
祖
旦
連
の
説

く
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
(五
七
、
八
、
二
四
)
注
記
省
略
。
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